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富山県におけるハクビシンの生息状況を聞き取りにより調査した｡本種の生息情報は富山県
内21市町村から，71例が得られた。生息が確認された場所のうち，約90％か標高340m以下-の
丘陵地や山麓地帯であり，500m以下の県内全域の山地に広く分布していることが明かとなっ
た。富山県での初記録は細入村の1980年で,岐阜県飛騨地方から進入してきたものと推定され
る。細入村を起点として，時間の経過とともに神通川流域から，富山県中央部,東部へと分布
域が拡大していったと推定される。
キーワード：富山県，ハクビシン，1980年
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はじめに
ハクビシンHzg""、ﾉzzn'"αは,インドから東南アジ
ア－帯に広く分布するジャコウネコ科の哨乳類であ
り，日本では帰化動物の可能性が高いと考えられてい
る。本種は，昭和20年頃には東北地方，東海地方，四
国と不連続に分布し，近年では，青森県と岩手県を除
く，福井県以北の本州と四国に広く分布するように
なっている（阿部他，1994；鳥居，1990,1996)。1994
年5月には分布域の拡大と生息数の増加，農作物への
加害等の理由により，タヌキやキツネとおなじような
狩猟鳥獣に指定された。福井県，石川県，新潟県の日
本海側では，1980年代はじめに相次いで初めて確認さ
れ（水野，1983),富山県においても近年は普通に見ら
れるようになったが，富山県における進入時期やその
後の分布の拡大，最近の生息状況等は不明であった。
そのため，今回アンケート調査等を行った結果，富山
県における本種の生息状況が明らかになったので報告
する。
35で19
2日
f」
調査方法
ハクビシンの生息情報の確認はA）アンケート調査
B)筆者らの1989年から1990年にかけて収集した生息情
報，C）富山県烏獣保護センターに保護された情報,D）
著者らが個別に得た目撃情報によった。今回新たに実
施したアンケート調査については，1997年12月に50人
の鳥獣保護員にアンケート用紙と地図を郵送して，4(：
人から回答を得たが,以下にアンケートの様式を示す〔〆
なお，回答いただいた40人のうち27人からは「生息情
報がある｣，13人からは「生息情報が無い｣，の報告を
得た。
＜アンケートの様式＞
lこれまでに，あなたの住んでおられる市町村やそ
の周辺でハクビシンが生息している情報があります
か。○印をつけてください。（ある，ない）
2「情報がある」とお答えになった方は,どのような
情報ですか。○印をつけてください。
図1富山県の市町村
l・下新川郡朝日町，2.下新川郡入善町，3‘下新川郡宇奈月町，4.黒部市，5.魚津市，
6.滑川市，7.中新川郡上市町，8.中新川郡立山町，9‘中新川郡舟橋村，10‘上新川郡
大山|{I].，11.上新川郡大沢野町，12.富11｣市，13.婦負郡細入村，14.婦負郡婦中町，
l5婦負郡八尾町，16.婦負郡山田村，17.射水郡下村，18.射水郡小杉町，19‘射水郡
大島町，20.射水郡大門町，21.新湊市，22.高岡市，23.砺波市，24.東砺波郡庄川町ゼ
25‘東砺波郡井波町，26.東砺波郡福野町，27‘東砺波郡井口村，28.東砺波郡利賀村，
29.東砺波郡平村，30.東砺波郡上平村，31.東砺波郡城端町，32.小矢部市，33.西砺
波郡福光町，34‘西砺波郡福岡町‘35.氷見市
(自分が目撃した,人の目撃情報
を聞いた，足跡や糞から予想し
た）
3その情報の時期と場所を教
えてください。
①時期（3年ほど前，5年ほ
ど前，10年ほど前，10年以
上前）
＊年月日がわかる場合は，
（）年（）月
（）日
②場所（）市町村
（）地区
4ハクビシンによる農業被害
が発生している情報がありま
したら，被害作物に○印をつ
けてください。
野菜類：トマト，スイカ，キュ
ウリ，カボチャ，マクワウリ，
メロン，ナス，ピーマン，ジャ
ガ､イモ，サツマイモ，サトイ
モ，ハクサイ，キャベツ
穀類：イネ，ムギ，トウモロ
コシ，ダイズ，アズキ，エン
ドウマメ
果樹：カキ，リンゴ，ナシ，
モモ，ブドウ，イチジク，ク
リ
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その他の作物
（
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調査結果及び考察
I富山県のハクビシンに関
する情報
今回のアンケート等の調査
により，計71例のハクビシン
の生息情報が収集されたが，
以下にこのデータを市町村匪
に記す。富山県の市町村は図
lに,生息情報を図2に示す。
情報の配列は,地点番号(図
2）に対応する，確認場所，
標高（、)，確認年月日,確認
者，確認者の分類，情報の分
類，備考の順に記す｡標高は，
アンケートと同時に回収した
地図により，地図に示されて
いない場合は，地名からおお
よその標高を推定した。確認
年月日で，月，日が不明な場
合は0とした。例えば，1990
年のみの場合は，90000。ア：
???
常
｛こ･、
、
20Km
?????，‐．‐?。
図2ハクビシンの目撃情報の得られた地点（番号は、本文と対応）
場合は，9 0。アンケート調査で,3年ほど
前，5年ほど前，10年ほど前，10年以上前は，それぞ
れ－3，－5，‐10，‐15とした。確認者の分類は，確認
者本人の場合はl，本人以外の他の人の場合は2とし
た。2の本人以外の情報提供者が分かる場合は，
（）内に示した｡情報の分類は,Aは今回のアンケー
ト調査，Bは1989年から1990年にかけて収集した筆者
らの情報Cはねいの里に持ち込まれた情報Dはそ
の他の近年の情報である。新聞記事による情報は，写
真が掲載されて，ハクビシンと確実に同定できるもの
だけ取り上げた。備考は，わかる範囲で，個体数等の
確認された状況を記した。
ハクビシンの生息1情報
1，朝日町田中，400,,9612]l，寺田正義，1，A
2，宇奈月町音沢，140,,950829,富山県烏獣保護セン
ター（大田保文)，2，C，衰弱した様子で，住民に追わ
れ物置に入ったところを保護
3，魚津市平沢，220,,890917,南部久男，2，B’1頭
4，魚津市片貝，360，，－10，石崎昭憲，2，A
5，魚津市坪野，260,,971224，高島秀雄，1，A
6，魚津市吉野，50m，‐10，吉崎源太郎，1，A，珍しい
ので剥製にした
7，魚津市升田，70,,970000，吉崎源太郎，1，A
8，魚津市松倉，260,,-5，石崎昭憲，2，A
9，滑川市東福寺，160,,891009，道山勉，1，B，ブ
ドウ園で親子連れ？3頭
10，上市町折戸，340m，‐3，早川由信，1，A
ll，上市町折戸，340,,880805，小杉潤，1，B
l2，上市町釈泉寺，140,,881220,岡圭一，1，A，オ
スの成獣1頭
13，上市町釈泉寺，140,,971100，早川由信，1，A
14，立山町町辻，20,,890604，富山新聞，2，B，物置
で発見。,体長約50cmのメスの成獣(1989年6月6日富山
新聞)。
15，立山町目桑，220,,971202，笹山治一，1，A
16，立山町伊勢屋，260,,900000，山下栄治，1，A
17,大山町岡田，240,,880301,高村松永，1，B，
成獣1頭撰死。蝶死した体重約3kgのオスの成獣｡富山
市科学文化センター剥製として収蔵。
18，大山町文殊寺，200,,950907,瀬口舌秋，1，A
19,大山町胡ケ原，140,,960500，津村義則，1，A
20，大山町砂見，400,,9601]0，瀬口吉秋，1，A，穴で
幼体確認
21,大山町束黒牧，140,,950700,瀬口吉秋，1，A，幼
体保護飼育
22，大沢野町芦生一今生津，150m，‐10，富山市男性,1，
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B，成獣と幼獣目撃
23，大沢野町葛原，100,,890500，大沢野町町民，1,8
24，大沢野町小羽，100,,970000，内山宝造，1，A，秋
に河原に来る
25,細入村楠原，140m，‐5，山野浩平，2，A
26,細入村楠原，140,,831202，赤座久明，1，B，成獣
1頭国道41線で嘩死
27,細入村楠原，140,,800800，内山宝造，1，A
28,細入村楠原，140,,920700，内山宝造，1，A，親子
連れ3頭
29,細入村庵谷，160m，‐3，浦田啓一，1，A，蝶死体を
剥製
30,細入村庵谷，160,,870400,猪谷関所館，2，B，猪
谷関所館所蔵剥製
31,細入村片掛，200,,890519，岩下恵子，1，A，成獣
1頭国道41線で喋死。体重2kg，頭胴長40cm。
32,細入村猪谷，200,,820700，内山宝造，1，A
33，八尾町桐谷,290,,920419,富山県鳥獣保護センター ，
2，C，オス1頭ふらふらと道にでてくる
34，八尾町上笹原，140,,890529,富山県鳥獣保護セン
ター，2，B，C，山林で下草刈り中に，木の根本の巣穴
で幼獣1頭（全長約25cm，体重6009）を確認（1989年
6月1日発行の北日本新聞に掲載）
35，富山市北代，5,,950603,富山県鳥獣保護センター ，
2，A，衰弱し，畑にうずくまる
36，富山市城山，140m，‐3，土池仁一，1，A
37，富山市城山，140m，‐3，土池仁一，2，A
38，富山市鹿島町護国神社，10,,930700，浅野寿一,1，
A
39，富山市萩原，20,,971100，津村義則，1，A
40，婦中町鵜坂，10,,961200，浅野寿一，1，A
41，婦中町外輪野中保屋，140,,880426,富山県烏獣保
護センター ，2，B，C，用水路の網に死体（成獣オス1
頭）
42，婦中町千里，30,,951100，池内秀宣，2，A
43，婦中町町音川，100,,940700，池内秀宣，2，A
44,大門町安吉，6m，‐5，杉林修，2，A
45，小杉町上野，40,,970800，山崎保之，2，A
46,砺波市坪野，100,,970728,南部久男，1，，
47，砺波市頼成山，100,,950829,富山県鳥獣保護セン
ター，2，C，のり面工事中，巣穴よりオス幼獣1頭,メ
ス幼獣1頭
48,砺波市寺尾温泉，160m，‐15，酒井秀行，1，，
49，砺波市伏木谷，240,,910213,林梅夫，1，A
50，庄川町雄神庄川河川敷，90,,920125，建設省(赤座
久明)，2，，，足跡確認
199
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51，利賀村脇谷，480,,950900，木田英昭，1，A
52，利賀村利賀，440,,970130，木田英昭，1，A
53，利賀村北島，490,,930606，朝比奈裕子，1，D成獣
1頭死体
54，井口村細野，180m，‐3，酒井秀行，1，，
55，上平村上梨，300,,900208,高村松永，1，B，ヤマ
ドリ猟の際，成獣1頭イヌにおいかけられ，木に登る
56，福光町太美山蛇谷川，200,,900202,高村松永，2，
B，成獣1頭イヌにかみ殺される
57，福光町糸谷，250,971010m，前田誠，1，A
58，福光町法林寺，90m，‐3，杉林修，2，A
59，小矢部市蓑輪千羽平，50,,920300，今村光男，2，
A
60，小矢部市稲場山，340,,-10，酒井秀行，1，，
61，氷見市余川，160,,930100,青木政文，2，A
62，氷見市余川，20m，‐15,狭間正雄，1，A
63，氷見市熊無，100m，‐15，狭間正雄，1，A
64，氷見市十二町坂津，40,,970800,青木政文，1，A，
蝶死体確認
65，氷見市小竹，200,,941200，高林義之，2，A，狸の
良にかかる
66，氷見市堀田，40,,970800,青木政文，1，A,蝶死体
確認
67，氷見市仏生寺上中，60m，‐15,狭間正雄，1，A
68，氷見市土倉，290,,,961200,青木政文，2，A
69，高岡市佐賀野，60m，‐3，高尾宗嗣，2，A
70，福岡町五位，200,,970110，土谷和也，2，A，1頭
捕獲
71，福岡町沢川，480,,951000，土谷和也，2，A
Ⅱハクビシンの生息状況
1）生息が確認された地域
ハクビシンの生息情報が得られたのは計24市町村
で，その内訳は朝日町(l例),宇奈月町(1),魚津市(6)
滑川市(1)，上市町(4)，立山町(3)，大山町(5)，富山
市(5)，大沢野町(3)，細入村(8)，婦中町(4)，八尾町
(2)，小杉町(1)，高岡市(1)，大門町(1)，氷見市(8)，
福岡町(2)，砺波市(4)，小矢部市(2)，福光町(3)，井
口村(1)，庄川町(1)，利賀村(3)，上平村(1)である。
生息情報が得られなかったのは，入善町，黒部市，
舟橋村，下村，新湊市，大島町，山田村，井波町，福
野町，城端町，平村の11市町村であった。これらの市
町村のうち，入善町，黒部市，山田村，井波町，福野
町，城端町，平村の7市町村については，周囲の市町
村に確認情報があることや，それらの市町村と同じよ
うなハクビシンの生息に適した森林と農耕地があるこ
富山県におけるハクビシンの生息状況
図3年代別のハクビシンの生息情報の確認地点
となどから，実際には生息している可能性が大きいと
思われる。一方，舟橋村，下村，新湊市，大島町の4
市町村は，いずれも平野のなかに位置しており，生息
に適した森林がないので生息の可能性は少ないと思わ
れる。
生息地の環境条件の詳細については，不明な点が多
いが，6例が自動車道路で蝶死体として確認されてい
たり，4例が民家の物置や農業用水など人家周辺で確
認されるなど，人の生活空間に接近して生息している
様子がうかがえる。
71例の標高と確認数の関係をみると，標高0m-
40mが11例（15.5％)，50m-140mが26例（36.6％）
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l50m-240mが17例（23.9％），250-340mが10例
(14.1％)，350m-450mが4例（5.6％),450m以上か
3例(4.2％)であった｡確認場所の3分の1以上が50m
-140mという丘陵地帯であり,つぎにl50m-240mの
山麓地帯が多い｡そして確認場所の約90％が340m以下
に位置している。最も標高の低い地点は富山市北代
(No.35）の5m，最も高い地点は利賀村北島（No.52）
の490mであった。地形図から見る限り,確認場所の多
くが森林に囲まれているか，平野と丘陵地の境界域に
あたるが，富山市鹿島町護国神社（No.38)，同萩原
(No.39)，婦中町鵜坂（No.40）については，平野のな
かに位置し，周辺に大きな森林は無く，他の場所と異
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なった環境にある。この3地点はいずれも神通川に隣
接しており，河川敷の低木林や草地が生息場所や移動
ルートとして利用されていると推測される。
今回の調査により，7名の鳥獣保護員からハクビシ
ンによる農業被害の状況について回答を得た。被害が
確認された作物は,野菜類ではスイカ（4例),カボチャ
(2例)，トマト（2例)，サツマイモ，キュウリ，マク
ワウリ，メロン，ナスはそれぞれl例で，穀類ではト
ウモロコシ，ダイス､がそれぞれl例,果樹ではカキ（2
例)，モモ，ブドウがそれぞれl例で,その他としては
淡水魚のコイが1例あり，植物13種と動物1種であっ
た。鳥居（1990）によれば1940年代からハクビシンか
生息している静岡県では，ミカン，カキ，モモ，ブド
ウ，ビワなどの果樹に被害か目立つという。富山県に
もナシ，リンゴ，ブドウなどの生産農家があり，今後
生息数の増加とともに被害作物の種類や量が増えるこ
とが予想される。
2）富山県における分布拡大の経過
ハクビシンの生息が確認された年代の記録が残され
ているものは51例有り，この中で1980年代前半の早い
年代に確認されたものは，細入村愉原（1980年),細入
村猪谷（1982年)，細入村楠原（1983年)の3例だけで
あるが，1980年代後半（1985年-1989年）は11例で，
細入村，大山町，婦中町，上市町，大沢野町,八尾町，
立山町，魚津市,滑川市の9市町村で確認されている。
1990年代前半（1990-1994年）は14例で立山町，福光
町，上平村，砺波市，庄川町，小矢部市，八尾町，細
入村，氷見市，利賀村，富山市，婦中町の12の市町村
で確認されている。1990年代後半（1995-1997年）は
25例で，富山市，大山町，宇奈月町，利賀村,福岡町，
婦中町，氷見市，朝日町，大沢野町，魚津市,小杉町，
氷見市，福光町，上市町，立山町，砺波市の16市町村
で確認され，年代が進むとともに生息が確認された地
域は増加している。
一方，生息確認の年代は明確ではないが,「10年以上
前から生息している」と回答のあった地域を含めると，
富山県内で最も早い1980年代の中頃までに生息してい
たと推定される地域は細入村，氷見市,砺波市である。
特に，ボ|I入村で定着し増加した個体群は，その後l98f
年代後半には大沢野町，八尾町，婦中町というように
神通川の下流方向と，大'11町，立山町，上市町，滑ﾉ|享
市，魚津市というように神通川から東部の地域へと生
息域を拡大していったと考えると，この時期の生息域
の拡大の様子が理解しやすい。
細入村への進入経路は明らかではないが，ここは岐
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阜県飛騨地方と隣接する地域であり，岐阜県神岡町と
は国道41号線で通じ,同宮川村とは国道360号線で結ば
れている。田口（1990）は，岐阜県のハクビシンにつ
いて報告し，これによると，岐阜県では1955年頃に岐
阜県南東部の上矢作町で確認されたのが最初であり，
1985年前までには岐阜県東南部を中心に分布を広げ，
富山県と隣接する飛騨地方では，1966年頃の古川町で
の聞き取りによる岩場の多い山での目撃情報があるよ
うであるが，詳細は不明である。1985年と1989年に河
合村，1988年高山市での確認記録が報告されている。
獄本誠一郎氏の私信によれば，飛騨地方の初期の記録
は「高根村で生け捕り（1978年)｣,「高山市で燦死(1979
年)｣，「河合村ニツ尾及び打保（1985年)｣があり，1986
年以後飛騨地方での確認例が増え，1991年頃には飛騨
地方で普通に見られるようになってきたという個人記
録がある。また，近年も1996年に神岡町(直井,1997)，
1997年に白川村（梶浦，溝口，1997）で記録されてい
る。これらの情報を総合すると，飛騨地方のハクビシ
ンは，1970年代後半から1980年代にかけて南から北へ
向かって個体数を増やしながら拡散していったことが
推定される。1980年代前半の細入村での確認は，飛騨
地方から進入してきた個体が定着して繁殖を始めた，
間もない時期であったのであろう。岐阜県からの進入
経路として，庄川源流域からの進入も考えらるが，岐
阜県と隣接する地域では上平村の1990年が最も古い。
岐阜県側からの進入なのか，富山県の分布の拡大によ
るものなのかは，情報か少なく不明である。
このように，細入村を起点とする県南部と東部の分
布域の拡大の経過は推定しやすいが，県西部の分布域
の拡大の経過については，細入村を起点とし八尾町→
山田村→婦中町→砺波市というように西進した経路
と，石川県と隣接する氷見市，福岡町，小矢部市，福
光町などへ石川県側から進入してきた経路の2つが考
えられる。細入村を起点とした経路を考えると，1980
年代後半になると県東部ではすでに魚津市にまで生息
域が拡大していたのに対して，西部の砺波地方ではこ
の時期の記録がほとんど無く，東方向と西方向の拡大
の速さがアンバランスである。
一方，石川県からの進入を考えるとき，石川県での
最初の確認は，水野（1993）によれば,「山中町今立で
喋死（1983年)」であり,氷見市や砺波市で生息してい
たと思われる1980年代中頃と同じ時期である。石川県
の南西部で最初の個体が確認された後，ハクビシンの
分布前線が石川県を横断して，県境を越えて富山県西
部に到達するためには，もう少し時間がかかるように
思われる。鳥獣保護員からのアンケートの回答のなか
富山県におけるハクビシンの生息状況
にも，「氷見市へは10年以上前に,石川県羽咋市方面か
ら進入したもよう」というものや，「富山県西部へは
八尾町，山田村方面から進入したとみられる」という
コメントが寄せられ，進入経路については両方の見方
があるように思われる。富山県西部の生息分布の経過
を検討するためには，石川県東部，富山県西部の生息
確認の情報をさらに収集する必要がある。
富山県の東に隣接する新潟県西部の生息確認情報
は，野紫木洋氏の私信によれば,「糸魚川市平岩・山之
坊で初認（1992年)｣，「糸魚川市今井・菅沼(1993年）
｢能生町木浦（1994年)｣，「青海町上路（1994年)｣など
のように，1990年代に入ってからのものである。新潟
県と接する朝日町の情報は，今回の調査により「朝日
町田中（1996年)」があり，これ以前には生息していな
かったとするならば，朝日町周辺の個体群は新潟県か
ら進入した可能性も考えることができる。しかし，こ
れも新潟県側と富山県側の生息情報をさらに集めてか
ら検討しなければならない。
中村（1989）は，静岡県から神奈川県へ進出してき
たハクビシンは1958年の発見後およそ20年で確認例が
増加してきたと報告している。今回の調査結果より，
1980年代前半に富山県で確認されたハクビシンは，近
年では富山県内の低山帯一円に広く確認されているこ
とより,20年ほどで富山県に定着したものと思われる。
3）ハクビシンの日本海側積雪地帯への進出
ハクビシンは，昭和20年頃には東北地方,東海地方ミ
四国と不連続に分布していたが（鳥居，1990),中部地
方の日本海側への進入初期の記録は，水野（1983）に
よる鳥居春己氏の資料によれば，福井県1981年，石jl亨
県1983年，新潟県1982年であり，飛騨地方では，確実
な記録は，獄本氏の個人情報によれば1978年(高根村〕
であり，富山県では今回の調査により1980年代初期で
あることが明かとなった。このように，日本海側への
進入時期が1980年初期と一致し，近年では，日本海側
に普通に見られるようである。本種は，ジャコウネコ
科に属し，その生息域が東南アジアの温暖な地域であ
ることや，1975年以前の分布の中心が太平洋側である
ことを考えると，寒冷な多雪地帯に爆発的とも思える
ほど進出してきたのは興味深い。富山県を含む北陸地
方のハクビシンは，東海地方を由来にしていると思わ
れるが，1980年前後に複数の進入経路により日本海側
へ進入し，定着したものであろうと推測される。
近年,DNA分析によりﾛ甫乳類の地域個体群間の近縁関
係を検証する方法か確立されつつある。今回，目撃情
報を集めて検討した進入経路等の分布拡大の仮説は，
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さらに多くの生息情報を収集するとともに，中部地方
に生息するハクビシンの地域個体群間の遺伝学的研究
などを導入して,詳細に検証されることが期待される。
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